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市生活環境（環境・道路交通・消防防災） 

本部は消防本部内にあります。 

電話は 

5 局 の 3 7 0 2 番です 

（ごしょがわらのみんなが輪になって） 

8月15日には黙とうをお願い

します 
毎年 8月巧日には東京都の日本武道館で

全国戦没者の追悼式が行なわれます。 8月 
15日の消防署のお昼のサイレンは 1 分間鳴

りますので、市民の皆さんも、南の方角に

むかって、サイレンに合わせ 1 分間の黙と

うをして戦没者のめい福を祈ってください 

~一～ーー一 

原 市 広 報 川
 

（青森県） 五 所 
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佐
々
木
市
長
は
、
七
月
二
十

七
日
記
者
会
見
し
、
八
月
一
日

一

か
ら
、
 「
あ
な
た
の
教
室
」
を

設
け
、
市
中
央
公
民
館
内
に
そ
 

の
事
務
局

を
置
く
こ

と
を
明
ら

か
に
し
ま
 

し
た
。
 

佐
々
木

市
長
は
、
 

新
年
度
早

々
、
激
動

す
る
7
0年

代
に
対
処

す
る
た
め

市
行
政
シ

ス
テ
ム
の

改
革
第
一

弾
と
し
て
 

「
生
活
環

境
パ
ト
ロ
 

ー
ル
隊
」
 

の
編
成
を

提
案
し
ま

し
た
が
、
 

市
で
は
こ

れ
に
よ
り
 

毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

I
 

こ
の
こ
と
が
、
道
路
愛
護
運

動
と
共
に
非
常
な
行
政
効
果
を

挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ん

ど
、
そ
の
第
二
弾
と
し
て
「
あ

な
た
の
教
室
」
を
発
足
さ
せ
た

も
の
で
す
。
 

◇
受
動
の
市
政
か
ら
 

能
動
の
市
政
へ
 

生
活
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
構

想
は
千
葉
県
松
戸
市
の
「
す
ぐ

や
る
課
」
 
のよ
う
に
、
市
民
か

ら
の
要
望
を
待
っ
て
動
く
の
で

な
く
、
そ
の
前
に
、
行
政
か
ら

出
か
け
て
行
っ
て
欠
損
箇
所
や

不
快
事
項
の
発
見
・
即
処
理
と

い
う
、
大
巾
に
前
進
し
た
文
字

ど
お
り
前
向
き
の
行
政
効
果
を

目
標
に
し
た
、
行
動
す
る
行
政

で
す
。
 

◇
生
活
環
境
パ
 ・r
ロ

ー
 

ル
隊
と
は
 

こ
の
前
に
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
、
こ
の
パ
ト
ロ

ー
 

ル
隊
は
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
班

道
路
交
通
パ
ト

ロ
ー
ル
班
・
消

防
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
班
と
連
格

班
の
四
班
に
分
か
れ
、
各
班
と

も
優
秀
な
専
用
車
で
毎
日
時
間

を
決
め
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
の
で
、
市
民
か
ら
の
す
ご

い
好
評
と
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
 ◇

あ
な
た
の
教
室
と
は

こ
れ
ま
で
は
、
中
央
婦
人
学

級
・
中
央
青
年
大
学

・
書
道
教

室

・
柔
道
教
室
・
剣
道
教
室
・

弓
道
教
室
、
お
は
よ
う
サ
イ
ク

リ
ン
グ
・
明
日
を
ひ
ら
く
映
画

の
会
な
ど
、
市
中
央
公
民
館
や
 
 

三
道
会
館
な
ど
に
集
ま
っ
て
も

ら
う
、
い
わ
ば

「
人
を
集
め
て

与
え
る
」
と
い
う
行
政
で
し
た

が
こ
れ
か
ら
は
特
技
職
員
の
リ
 

ー
ダ
ー
が
、
各
校
に
出
向
い
て

行
な
っ
て
い
る
、
相
撲
教
室
や
 

夏
に
な
り
ま
す
と
、
過
労
や

睡
眠
不
足
な
ど
運
転
者
の
悪
条

件
や
、
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み

の
解
放
感
と
夏
ま
つ
り
の
混
雑

な
ど
か
ら
、
例
年
の
こ
と
で
す

伽

う
し
て
も
交
通
事
故
が
増

え
ま
す
。
 

従
っ
て
、
こ
う
し
た
時
期
を

と
ら
え
、
特
に
子
ど
も
の
交
通

安
全
の
確
保
と
、
過
労
・
暴
走

飲
酒

・
無
免
許
な
ど
の
無
謀
運

転
の
防
止
を
目
標
に
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十

日
ま
で
の
三
十
一
日
間
に
、
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
、
市

勃
週
問
題
対
策
委
員
会
で
も
実

施
し
、
市
民
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
 

⑨
重
点
事
項
 

◇
子
ど
も
と
老
令
者
及
び
自
転

車
乗
用
者
の
安
全
確
保
 

こ
の
期
間
は
、
夏
休
み
で
す

の
で
、
児
童

・
生
徒
は
一
日
中

家
庭
で
生
活
す
る
た
め
、
解
放

感
か
ら
く
る
事
故
も
心
配
さ
れ

ま
す
の
で
、
家
庭
・
学
校

・
職

域
な
ど
を
中
心
と
し
、
ひ
と
り
 
 

柔
道
教
室
な
ど
の
よ
う
な
、
い

わ
ゆ
る

「
出
か
け
て
行
っ
て
応

ず
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
 

も
っ
と
解
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
と
、
あ
な
た
や
グ
ル
ー
。フ

ま
た
は
団
体
な
ど
で
、
学
習
あ

る
い
は
趣
味
の
集
い
を
も
つ
と

き
、
会
場
や
講
師
・
指
導
員
な

ど
の
リ
ー
ダ
が
無
く
て
困
っ
た

場
合
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
特
定
の
政
党
、
宗

教
、
営
利
に
つ
な
が
る
も
の
は

お
断
り
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
内
々
、
市
民
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
も
の
は

次
の
・
よう
、
一
 室
で
す
。
 

語
学
、
 マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
、
 

水
泳
、
錦
石
、
ボ
f
リ
ン
グ
、
 

ギ
タ
ー
、
日
曜
大
工
、
山
菜
と

り
、
 レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
で
す
。
 

び
と
り
が
自
分
の
行
動
に
よ
く

注
意
し
て
、
事
故
に
あ
わ
な
い

ょ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
交
通
事
故
防
止

の
心
構
え
に
つ
い
て
子
ど
も
と

よ
く
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
飲
酒
運
転
の
追
放
 

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
量
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
、
知
覚
能
力
や

判
断
力
が
減
退
し
、
運
動
神
経

も
に
ぶ
り
ま
す
か
ら
、
飲
酒
運

転
は
絶
対
や
め
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
過
労

・
居
眠
り
運
転
の
防
止

会
社
・
事
業
所
な
ど
で
は
、
 

安
全
運
転
管
理
者

・
運
行
管
理

者
を
通
じ
て
、
体
憩
時
間
を
十

分
与
え
る
な
ど
の
労
務
管
理
の

適
正
化
を
図
り
、
特
に
、
長
距

離
運
行
の
場
合
に
は
、
必
ず
交

替
運
転
者
を
配
置
し
て
く
だ
さ

い
。
 

◇
無
免
許
運
転
の
防
止
 

悪
質
か

つ
危
険
な
交
通
違
反

や
常
習
違
反
者
は
、
み
ん
な
で

監
視
し
、
最
寄
り
の
警
察
署
や

派
出
所

・
駐
在
所
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
 

「あなたの教室」が発足しました 
「人を集めて与える的、ら 
「出かけて行って応ずる」行政へ 

（佐々木市長） 

夏
の
交
通
安
全
運
動
は
 

7
月
2
1日
1
8
月
2
0日
で
す
 

.
 



（子どもには、常に暖かい目をかけましよう） 

議麟ン三 

舞
 

撃 
」
麟
 IIIIIIII 鷺議鷲~ 麟 居

ユ
 

② 

の
 

係
議
審
麟
 

宅
 

す

公
社
支
所
）
で
 

、
工
山
 」太
 
は
、
市
内
大
字
 

」
郵
 

一
長
橋
字
橋
元
の

遣
，
 
引
一
新
宮
団
地
に
、
 

」
ノ
 
引
訓
 十
戸
建
築
す
る
 

C
 
首
切
 住
宅
金
融
公
庫

和
】
 
キ
】
の
融
資
に
よ
る

れ
ー
 
ぞ
コ
 
昭和
四
十
六
年

可
」
 
・．い
 
度
一
般
分
譲
住

吃
4
 
い
ン
 
宅
（
乙類
）
 
の

立
木
 
鮮

購
入
者
を
『
次
 

の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。
 

◇
受
付
期
間
 

八
月
十
六
日
ー
ニ
十
一
日
 

た
だ
し
、
二
十
一
日
は
土
曜
日

で
す
の
で
正
牛破
‘
で
で
す
。
 

，◇
受
付
場
所
 

市
役
所
市
民
課
住
宅
係
。
 

◇
住
宅
概
要
 
ー
 

木
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
ぶ
き
 

平
家
一
戸
建
、
床
面
積
五
十
三
．
 

平
方
M
（
約十
六
坪
）
。
 

心
を
合

わ
せ
明
る
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
が
、
こ
と
し
で
第
 

二
十
回
を
数
え
 

ま
し
た
。
 

こ
と
は

「
青

少
年
の
非
行
防

止
と
住
民
の
参

加
」
を
重
点
目

標
に
、
七
月
十

七
日
の
土
曜
日

十
四
時
か
ら
、
 

市
内
の
、
保
護

司
会
・
更
生
保

護
婦
人
会
・
人

権
擁
護
委
員
協

議
会
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
町
 

内
会
連
合
会

・

防
犯
協
会

・
青

少
年
問
題
協
議

会

・
各
学
校
・
 

,
 

◇
竣
工
予
定
 

来
年
六
月
上
旬
。
 

◇
敷
地
面
積
 

二
百
五
十
七
・
九
五
平
方
M
 

ー
三
百
二
十
・
三
九
平
方
M
。
 

◇
譲
渡
予
定
価
格
 

二
百
五
十
三
万
四
千
円
ー
一
一

百
八
十
一
万
七
千
円
位
。
 

な
お
、
以
上
の
ほ
か
の
詳
し

い
こ
と
は
、
直
接
、
市
役
所
市

民
課
住
宅
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

国
民

年
金
は
あ

な
た
の
 

だ

い
じ

な

財
産

で
す
 

古
い
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
止
争
と
、
受
け
る
年
金
額
が

少
な
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
全
然
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
、
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
f
一
一

年
を
過
ぎ
る
と
時
効
の
た
め
納
 

い
社
会
を
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

・
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
、
市
役
所
な
ど
か
ら
六

百
六
十
人
が
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し

「
み
ん
な
の
力
で
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
町
を
つ
く
り

ま
し
よ
う
」
 と
ア
ッ
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
 

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
時
効
に
な
っ

た
保
険
料
も
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
納
付
で
き
る
期
間

は
、
来
年
の
六
月
三
十
日
ま
で

で
す
の
で
、
未
納
に
な
っ
て
い

る
期
間
の
あ
る
人
は
早
め
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。
 

特
に
、
昭
和
五
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
、
す
な
わ

ち
四
十
一
才
以
上
の
人
は
、
未

納
期
間
が
四
年
以
上
あ
る
と
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
納
め
て
年
金
を
受
け
る
権

利
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
免
除

を
受
け
た
分
に
つ
い
て
、
十
年

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
除
を
受

け
た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と

も
ら
う
年
金
額
が
三
分
の
ー
に

な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
の
だ
い

じ
な
財
産
で
す
。
自
分
の
財
産

を
減
ら
さ
な
い
よ
う
、
日
頃
の

管
理
に

気
を
つ
け
 
て
く
だ
さ

い
。
 

農
業
者
転
職
訓

練
者
に

手
当
を
支
給
し
ま
す
 

県
で
は
、
農
業
か
ら
他
の
産

業
に
転
職
を
希
望
す
る
人
々
に

対
し
、
就
職
を
容
易
に
す
る
た

め
に
転
職
訓
練
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
第
三
回
は
、
十

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
三
か
月

間
、
木
造
専
修
職
業
訓
練
校
で

電
気
熔
接
・
ガ
ス
熔
接
・
ガ
ス

切
断
な
ど
実
技
を
中
心
と
し
た

熔
接
科
の
訓
練
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
離
農
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
休
耕
者
の
受
講
も
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
 

受
講
資
格
は
、
男
女
を
間
わ

ず
、
現
に
農
業
に
従
事
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
、
過
去
一
年
以

内
に
農
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
あ
る
人
で
す
。
 

こ
の
訓
練
は
、
修
了
の
と
き
 

，

《
 

に
一
応
の
技
能
を
習
得
で
き
る

よ
う
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
 一

定
の
受
講
要
件
に
よ
っ
て
、
月

額
二
万
二
千
円
ー
三
万
円
位
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
募
集
人
員
は
県
内
で

十
人
で
す
の
で
、
九
月
一
日
か

ら
入
校
願
書
を
受
付
け
ま
す
が

申
込
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
市
出
稼
対
策
室
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
県
農
業
機
械
化
セ
ン

タ
ー
が
行
な
っ
て
い
る
、
昭
和

四
十
六
年
度
農
業
機
械
技
術
者

養
成
の
第
八
回
は
、
九
月
八
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
 一
般
農

家
お
ユ
び
農
業
後
継
者
三
十
人

を
対
象
に
、
大
型
特
殊
免
許
の

取
得
を
目
的
と
し
r
《
農
業
機械

の
基
本
操
作
を
修
得
す
る
運
転

科
の
養
成
を
行
な
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
林
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

冷
凍
魚

の
も
ど
し

方
は

こ
の
よ
う
に
 

一
般
に
、
冷
凍
魚
は
ま
ず
い

と
い
う
先
入
感
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
現
在
で
は
冷
凍
技
術
も

進
み
、
と
り
た
て
の
味
が
楽
し

め
ま
す
。
 

し
か
し
、
冷
凍
魚
を
お
い
し

く
食
べ
る
に
は
、
も
ど
し
方
が

最
も
大
切
で
す
。
シ
ン
ま
で
柔

く
し
て
は
も
ど
し
過
ぎ
で
す
の

で
、
表
面
を
押
す
と
弾
力
が
あ

り
、
中
身
が
未
だ
固
い
感
じ
で

切
っ
て
み
て
切
り
ロ
に
氷
の
結

晶
の
あ
る

程
度
が
理

想
的
で

す
。
冷
蔵
庫
を
利
用
し
て
も
ど

す
と
き
は
、
調
理
す
る
数
時
間

前
に
製
氷
室
か
ら
下
に
移
し
、
 

自
然
に
も
ど
し
ま
す
。
冷
蔵
庫

が
な
け
れ
ば
包
装
の
ま
ま
冷
暗

所
に
置
い
て
も
ど
し
て
く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
急
ぐ
と
き
に
は
包
装

の
ま
ま
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
直

接
、
水
に
ふ
れ
な
い
よ
う
ロ
を

し
ぼ
り
、
水
道
な
ど
流
れ
る
水

に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
冷
凍
魚

に
直
接
、
水
や
熱
湯
を
か
け
る

の
は
禁
物
で
す
。
そ
れ
で
は
せ

っ
か
く
の
風
味
も
台
な
し
で
す
 

第

2
1回社
会
を
明

る
く
す

る

運
動
が
お

わ
り
ま
し

た
 



市
内
長
橋
地
 

「
」「
瞬」
の綴
議
 

細
 
原
業
 
雇
用
促
進

事
業

設
 
川
職
 
団

が
、
総
予
算

挑
 
所
等
 

四
億
八
千
万
円

前
 
五
高
 

で
、
昭
和
四
十

四
年
八
月
に
着
工
し
、
昨
年
1
1
1
 

月
に
開
校
し
た
も
の
で
す
。
 

三
万
四
千
百
二
十
四

・
五
平
方

りM
の
敷
地
に
、
三
階
建
総
床
面

積
千
百
五
十
二
平
方
材
の
立
派
 

な
校
舎
が
建
ち
、
教
室
・
展
示

室
・
資
料
室
・
校
長
室
・
指
導

員
室
・
事
務
室
・
会
議
室
・
警

備
員
室
 
医
務
室
・
ポ
イ
ラ
ー
 

室
な
ど
の
本
館
管
理
棟
の
ほ
か

機
械
科

・
電
子
機
器
科

・
仕
上

科

・
配
管
科
・
板
金
科
な
ど
の

実
習
場
、
変
電
室
倉
庫
・
危
険

物
倉
庫
、
そ
れ
に
六
十
人
収
容

の
誠
心
寮
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
来
年
度
内
に
は
熔
接

科
も
設
け
て
六
科
に
な
る
予
定
 

で
す
が
、
現
在
 

爪

栽

略
浩
赫
 

長
以
下
二
十
八

人
の
教
職
員
の

も
と
で
西
北
五

は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
浪
岡
町

弘
前
市

・
八
戸

市

・
遠
く
は
石

川
県
か
ら
も
、
 

中
高
校
を
卒
業

し
た
約
二
百
人

が
二
年
間
の
職

業
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。
 

'  

麟験 

五 

小

講

堂
 

③ 

、
 

昨
年
、
市
教

育
委
員
会
で
は

弘
前
大
学
、
県

教
育
委
員
会
と

共
催
で
、
弘
前

大
学
の
開
放
講

座
を
開
い
た
と

こ
ろ
、
多
く
の

受
講
者
か
ら
好

評
を
得
、
ぜ
ひ
 

こ
と
し
も
ま
た
開
い
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で

次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
か
ら
、
 

多
数
受
講
さ
れ
る
よ
う
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

◇
目
的
 

最
近
の
多
す
面
に
わ
た
る
社

会
の
急
速
な
進
展
に
即
応
す
る

た
め
に
は
、
社
会
人
が
学
校
教

育
終
了
後
に
お
い
て
召
、
多
種

の
知
識
を
習
得
す
る
必
要
が
・
あ

る
と
思
い
ま
す
。
 

◇
講
座
内
容
 
 

社
会
と
文
化
 

◇
講
義
題
と
講
師
 

経
済
成
長
と
中
小
企
業
・
吉

永
芳
史
、
財
政
の
話
・
地
主
豊

地
方
金
融
の
諸
問
題

・
拝
司
静

夫
、
社
会
保
障
の
話
・
関
谷
耕

一
、
地
域
社
会
と
文
化
・
山
田

敬
道
、
東
北
の
古
代

・
虎
尾
俊

哉
、
文
化
と
教
育

・
花
田
隆
、
 

氷
河
時
代
の
津
軽

・
宮
城
一
男

経
済
発
展
と
農
村
社
会
の
変
化

今
河
英
男
、
雪
害
を
考
え
る
・

権
平
長
四
郎
、
風
土
と
言
語

・

此
島
正
年
。
 

◇
開
催
期
間
と
時
間
 

八
月
十
七
日

（
火
）
ー
九
月

二
か

一
ロ

（
火
）
 
の
、
毎
週
火

金
曜
日
の
、
十
七
時
半
ー
二
十

一
時
半
。
 

◇
開
催
会
場
 

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
。
 

◇
受
講
料
 

J
 

千
円
。
申
し
込
み
の
と
き
予

託
し
て
く
だ
さ
い
。
講
義
テ
キ

ス
ト
は
受
付
け
で
お
渡
し
し
ま

す
。
 ◇

募
集
人
員
 

約
百
人
。
総
講
義
時
間
数
の

三
分
の
二
以
上
出
席
の
人
に
は

修
了
証
書
を
授
与
し
ま
す
 

◇
申
込
受
付
期
限
 

八
月
十
七
日

（
火
）
正
午
。
 

た
だ
し
、
募
集
人
員
に
達
し
次

第
期
限
前
で
も
締
切
り
ま
す
。
 

市
中
央
公
民
館
に
備
付
け
の
申

込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
講
座
の

中
込
み
も
詳
し
い
こ
と
の
問
合

わ
せ
も
、
市
内
岩
木
町
十
二
、
 

電
話
五
局
二
三
五
二
番
の
市
中

央
公
民
館
へ
ど
う
ぞ
。
 

県
青
年

大
会
が
市
内
で

行
な
わ

れ
ま
す
 

県
連
合
青
年
団
と
県
教
育
委

員
会
主
催
の
第
二
十
回
県
青
年

大
会
は
、
八
月
二
十
一
日

（
土
 

）
 の
十
一
時
か
ら
、
二
十
一
日
 

（
土
）
 
の
十
五
時
ま
で
、
市
内

の
十
三
の
会
場
で
次
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
の
五

十
一
市
町
村
青
年
団
の
、
約
一
一

千
八
百
人
の
登
録
青
年
団
員
が

体
育
、
文
化
、
芸
能
の
各
ジ
ヤ

ン
ル
に
美
と
力
と
技
を
競
い
ま

す
。
県
大
会
は
、
過
去
二
回
当

市
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

県
大
会
で
の
優
勝
者
ま
た
は
最

優
秀
者
は
、
十
一
月
に
東
京
で

行
な
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
 

◇
二
十
一
日

（
土
）1
3時

開
会
式

（1
1時
）
 
北
 
斗

排
 
球
＠
 

一
中
グ
ラ
ン
ド

卓
 
球
＠
 

五
農
高
体
育
館

龍
 
球
⑨
 
一

中
体
育
館

演
 
劇
 
市

民
文
化
会
館

美
 
術
＠
 

同
 

右

生
活
展
＠
 

同
 
右

◇
二
十
二
日
 （
日
）
 

飯
詰
グ
ラ
ン
ド

五
工
高
体
育
館

五
農
高
相
撲
場

南
小
学
校
講
堂

家
政
高
体
育
館

三
 
箔
会
館
 

郷
土
芸
能

（1
0時
半
）
同
 
右

意
見
発
表
 
市
中
央
公
民
館

⑨
印
は
両
日
開
催
で
す
。
 

夏
休

み
街
頭
バ
ト

ロ
ー
 

ル
が
行
な

わ
れ
て

い
ま

す
 市

青
少
年
問
題
協
議
会

（
市

長
佐
々
木
栄
造
会
長
）
、
市
学

校
警
察
連
絡
協
議
会

（
第
一巾

学
校
長
土
岐
清
美
会
長
）
、
市

少
年
補
導
協
力
員
連
絡
会
（
保

護
司
会
長
鶴
谷
正
夫
会
長
）
、
 

市
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進

協
議
会
（
交
通
指
導
隊
長
小
山

内
有
義
会
長
）
、
五
所
川
原
青

年
会
議
所

（
新
町
岩
谷
暗
理
事

長
）
で
は
、
毎
年
合
同
で
、
春

夏
・
冬
休
み
に
、
市
内
の
青
少

年
健
全
育
成
運
動
の
ー
つ
と
し

て
、
青
少
年
を
交
通
事
故
・
水

難
事
故
・
非
行
か
ら
守
る
た
め

特
別
街
頭
補
導
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
と
し
の
夏
休
み

も
、
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月

二
十
三
日
ま
で
の
日
程
で
約
一
一

百
人
が
、
朝
昼
夜
の
三
班
に
分

か
れ
て
、
デ
パ
ー
ト

・
映
画
館

パ
チ
ン
コ
店
・
喫
茶
店
・
釣
り

堀
・
岩
木
川
原
・
待
合
室

・
キ

ヤ
ン
。フ
地
な
ど
を
ま
わ
り
、
交

通
・
水
難

・
花
火
な
ど
の
事
故

防
止
と
、
夜
遊
び

・
喫
煙
・
飲

酒

・
万
引
き
・
シ
ン
ナ
ー
遊
び

不
良
交
遊
な
ど
の
非
行
防
止
に

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

弘前大学の開放

講座を開きます 

合弓羽剣相柔陸

唱道球道撲道上 

環境浄化はみんなのカぐ 

水稲の病害虫に
ご注意を 

水稲の病害虫が出やす

い時期になりました。水

稲の栽培暦の防除基準を

よく守り、防除に万全を

期して良質米の生産に努

めてください。 



・ー人きりの泳ぎは

やめさせましよう 

琴Iう 

魂雛 
多糾讐 

雄 

④ 

人
々
が
社
会

生
活
を
営
ん
で

い
く
う
え
で
起

こ
る
紛
争
や
家

庭
内
の
も
め
ご

と
を
解
決
す
る

制
度
と
し
て
裁

判
所
の
調
停
が

あ
り
ま
す
。
 

調
停
は
裁
判

官
と
民
間
の
徳

望
良
識
あ
る
人

々
か
ら
選
ば
れ
 

た
調
停
委
員
と
が
、
当
事
者
の

間
を
仲
介
し
、
当
事
者
が
互
い

に
譲
り
合
っ
て
実
情
に
Aロ
っ
た

解
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
導
く
制
度
で
す
が
、
訴
訟

と
異
な
り
む
ず
か
し
い
規
則
は

な
く
、
 一
般
の
人
々
》十
も
簡
単

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
う

え
、
迅
速
な
解
決
が
は
か
ら
れ

費
用
が
安
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
 

今
日
で
は
、
紛
争
を
解
決
す
る

制
度
と
し
て
訴
訟
と
並
び
立
つ

地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

こ
と
し
は
、
こ
の
調
停
制
度

が
日
本
に
で
き
て
か
ら
五
十
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま

す
。
 

日
本
の
調
停
制
度
は
、
大
正

十

一
年
十
月
一
日
、
借
地
借
家

調
停
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
 

そ
の
頃
の
日
本
は
、
今
の
よ

う
に
人
ロ
の
都
市
集
中
の
結
果

深
刻
な
住
宅
難
が
起
こ
り
重
大

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
借
地
借
家
調
停
は
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
、
 

借
地
借
家
の
争
い
を
平
和
的
に

解
決
す
る
制
度
と
し
て
ス
タ

ー
 

ト
し
た
も
の
で
す
。
 

な
お
、
市
内
の
調
停
委
員
は

次
の
三
十
四
人
で
す
。
 

菊
池
清
助
・
小
関
照
代

・
斎
 
 

藤
一
郎

（
大
町
）
、岩
館
忠
雄

松
本
政
五
郎
（
中
平
井
町
）
、
 

高
満
タ
カ

・
三
国
谷
勝
蔵
・
嵯

峨
幸
三
郎
（
川
端
町
）
、
渋
谷

志
郎

（
柏
原
町
）
、永
井
か
つ
 

（
寺町
）
、
平
川
甚
四
郎

・
鈴

樹
忠
直

（
柳
町
）
、広
田
き
ぬ
 

（
新
町
）
、
平
山
ス
ェ
・
鶴
谷

ヤ
ナ
 
（布
屋
町
）
、
浜
田
ち
か
 

（
上
平井
町
）
、
鶴
谷
正
夫
（
 

本
町
）
、
成
田
弘
三

・
佐
藤
ヒ

サ
 （
元
町
）
、
田
辺
シ
ゲ

（
末

広
町
）
、
原
一
郎

（
新
宮
町
）
 

江
渡
せ
つ
 （
旭
町
）
、
対
馬
喜

美
代
・
三
上
み
き

（
松
島町
）
 

三
上
儀
見
（
さ
つ
き
町
）
、
小

栗
山
作
太
郎

・
三
浦
金
五
郎

（
 

小
曲
）
、
小
笠
原
柾
一

（
高野
 

）
、
阿
部

ハ
ッ
ョ
 （
羽
野
木
沢
 

）
、
柳
原
賢
太
郎

（
原子
）
、
 

成
田
永
雄
（
野
里
）
、
秋
田
修

次
・
松
沢
松
治
郎

・
館
山
き
ぬ
 

（川
山
）
。
 

冷
蔵
庫

に
入
れ

る
野
菜

は
こ
の
よ
う

に
し
て
く

だ
さ
い
 

冷
蔵
庫
に
入
れ
た
野
菜
は
、
 

な
る
べ
く
な
ら
す
ぐ
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
入
れ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
レ
タ
ス

な
ど

一
枚
づ
つ
は
が
し
て
洗
っ

て
か
ら
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
冷
や

し
て
く
だ
さ
い
。
 

ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
は
、
ゆ
で

て
小
ロ
に
切
っ
て
フ
イ
ル
ム
包

み
で
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

せ
っ
か
く
冷
や
し
た
も
の
を
ま

た
水
洗
い
し
て
生
ぬ
る
く
す
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す

な
お
、
レ
タ
ス
な
ど
玉
が
大
き

い
も
の
を
保
存
す
る
と
き
は
湿

め
ら
せ
た
タ
オ
ル
で
包
ん
で
ビ
 

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
お
く
と
い

つ
ま
で
も
パ
リ
ッ
と
し
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
パ
セ
リ
が
余
っ
た
と

き
こ
れ
を
み
じ
ん
切
り
し
て
小

ビ
ン
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
く
と
、
ス
ー
プ
や
サ
ラ
ダ

や
ス
パ
ゲ
テ
イ
の
青
味
に
重
宝

で
、
 一
週
間
く
ら
い
は
も
ち
ま

す
。
 

修
正
申

告
は
早

い
ほ
う
 

が
有

利
て
す
 

確
定
申
告
を
し
た
あ
と
で
申

告
を
し
た
あ
と
で
申
告
し
た
所

得
や
税
額
の
計
算
に
間
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
納
め

た
税
金
が
少
な
か
っ
た
と
き
は

修
正
申
告
を
し
て
正
し
い
額
に

訂
正
で
き
ま
す
。
修
正
由
止
ロは

早
い
ほ
う
が
有
利
で
す
。
 

逆
に
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い

た
と
き
は
、
申
告
期
限
の
三
月

十
五
日
か
ら

一
年
以
内
に

「
更

正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た

り
、
申
告
を
し
な
か
っ
た
人
は

期
限
後
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
こ
れ
も
早
く
し
た

ほ
う
が
有
利
で
す
。
 

簡

保
セ
ン

タ
ー

は
 

と
て
も
安

い
で

す
 

旅
行
ブ
ー
ム
も
私
達
の
生
活

に
す
っ
か
り
根
を
お
ろ
し
、
今
 
 

で
は
年
一
回
の
一
泊
旅
行
は
生

活
の
ー
つ
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
交
通
費
や
宿
泊
費

な
ど
物
価
が
ど
ん
ど
ん
あ
が
る

昨
今
で
は
旅
行
経
費
も
ば
か
に

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
郵
便
局
で
は
、
簡
易

保
険
加
入
者
へ
の
特
別
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
 一
泊
干
四
百
五
十

円
と
い
う
と
て
も
安
い
料
金
で

豪
華
な
ホ
テ
ル
を
利
用
で
き
る

よ
う
全
国
各
地
の
温
泉
地
や
景

勝
地
に
簡
易
保
険
保
養
セ
ン
タ
 

ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
全
国
で

四
十
三
か
所
、
東
北
で
は
碇
ケ

関
を
は
じ
め
盛
岡
、
 一
の
関
、
 

横
手
、
米
沢
、
郡
山
の
六
か
所

に
あ
り
、
近
く
宮
城
県
内
に
も

設
け
ら
れ
ま
す
。
 

と
れ
は
、
簡
易
保
険
の
加
入

者
が
、
心
身
の
保
養
と
健
全
な

娯
楽
の
ひ
と
と
き
を
、
家
族
づ

れ
あ
る
い
は
団
体
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
設
け
て
い
る
も
の
で

す
。
 

団
体
で
旅
行
さ
れ
る
と
き
は

簡
易
保
険
の
団
体
払
込
制
度
を

利
用
さ
れ
ま
す
と
月
七
％
の
割

引
き
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ

を
積
立
て
て
旅
行
資
金
に
あ
て

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
な
お
簡

易
保
険
で
は
こ
の
ほ
か
、
 一
般

よ
り
一
割
程
度
安
い
費
用
で
安

心
し
て
利
用
で
き
る
簡
易
保
険

指
定
旅
館
も
、
全
国
に
三
百
五

十
館
設
け
て
い
ま
す
。
 

日
本
の
電
話

機
の

数
は

世
界
第

ニ
位
で
す
 

日
本
の
電
話
機
の
数
は
、
千

七
百
三
十
万
個
で
、
ア
メ
リ
カ

の
一
億
三
百
七
十
五
万
二
千
個

に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
世
界
第

二
位
で
す
。
ま
た
、
青
森
県
で

は
十
万
九
千
個
で
す
。
 

約
一
億
人
の
国
民
の
数
に
対

照
し
て
み
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
普

及
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
普
及
率
は
、
県
内
で
七
 

・

九
％
、
日
本
で
十
四

・
九
四

％
で
、
世
界
第
十
五
位
で
す
四

普
及
率
の
最
高
は
ア
メ
リ
カ
の

五
十
一
・
八
一
％
で
す
。
 

調停制度が50周年を

迎えます 

,
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